
　異なる気候帯には異なる植生が対応しており、
気候が植生分布を一義的に決めているという考
えは、19世紀のフンボルトやケッペンなどの地理
学、気候学研究以来、すでに多くの人たちの科学
的常識、すなわちパラダイムとなっている。この
パラダイムの背景にはもちろん、生物は環境（変
化）に適応しつつ進化してきたとするダーウィン
の進化論があり、20世紀における生態学、植生気
候学などの基本的考え方としても生き続けてき
た。現在も、人間活動による「地球温暖化」によ
り植生分布、陸上生態系がどう変化するかという
問題が、大きな課題として議論されている。とこ
ろが、1980年代に J. ラブロックはガイア（Gaia）
仮説を提唱し、地球の気候が生命圏によってコン
トロールされている可能性を指摘した。すなわち、

環境としての気候と生命圏が、単なる一方向的な
関係ではなく密接に相互作用するひとつのシステ
ムとして理解すべきであるとし、このパラダイム
の大きな転換を迫った。しかし、このガイア仮説
は、簡単な地球気候モデルにもとづく仮想的な考
察であり、現実の地球の気候と生命圏において、
どの程度の真実性があるのか、大きな疑問も持た
れ続けてきた。
　私たちは、日本やアジアの研究者と組んで、
1990年代後半からアジアでの国際共同研究として
アジアモンスーンエネルギー・水循環研究計画
（GAME）を進めてきた。この研究プロジェクト
は、東南アジアから中国、モンゴル、シベリアの
熱帯から寒帯にいたるモンスーンアジア地域のさ
まざまな森林や草原におけるエネルギー・水循環
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アジアモンスーンは森を創り、森はアジアモンスーンを維持する
－水循環をとおした気候と生命圏の相互作用－
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図１：東シベリアの広大なタイガ林と、GAME シベリア観測タワー。長期間のエネ
ルギー・水循環の観測研究が行われている。（太田岳史生命農学研究科教授提供）



の長期の観測を通して、植生がその地域の気候の
季節変化や年々変動に能動的に関与し、気候・生
態（相互作用）系を形成している実態を明らかに
してきた。例えば熱帯の常緑林では、雨季に降っ
た雨が深い土壌中に貯留され、カラカラに乾いた
次の乾季の最中に、蒸散により大気に水を返すと
いうスローな水循環が維持されていること、シベ
リアのタイガ（針葉樹林）では、夏に表層のみ融
解する永久凍土中の水をタイガが効率よく利用す
ると同時に、活発な蒸発散を通した地表面加熱の
抑制により、永久凍土を維持しているという、タ
イガ・凍土共生系が存在していること、などであ
る。
　このような植生の気候に対する能動的な役割を
より総合的に評価するために、私たちは簡単な植
生モデルを組み込んだ気候モデルにより、アジア
モンスーン気候の数値シミュレーションを行っ

た。その結果、現在のアジア大陸では、チベット
高原の地形的効果に加え、大陸を広く覆う植生に
より、効率よく太陽エネルギーが吸収され、蒸発
散が活発化するため、潜熱による大気加熱が強め
られ、ひいてはモンスーンの循環が強化されて、
雨の恵みを増やしていることが明らかになった。
植生は気候に適応して分布しているだけでなく、
自らの維持・生存に適するように気候を作り変え
るという、気候・生態共生系（あるいはガイア？）
の具体的なしくみがみえてきたわけである。この
ような新しい視点は、当面する森林破壊や砂漠化
という地球環境問題の解決への糸口として重要に
なってくるはずである。この視点のさらに重要な
示唆は、これまでの物理化学的な論理と生物学的
論理を統合し止揚することなしに、私たちの住む
地球と生命の理解はできない、ということであろ
うか。
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図３：アジアモンスーン地域においては、水循環を通した気候・
植生の相互作用により、気候・生態共生系が維持されている。

図２： 全球気候モデルを用いた東アジアでの降水量の季節変化
の再現。チベット高原のみを与えた場合、植生の土壌を与えた
場合および植生のアルベード（反射率）を与えた場合と、順次、
モンスーン季（雨季）の降水量が増加していくことがわかる。




